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本
多
忠
升
の

『旅
の
夢
』
に
つ
い
て

②
本
多
領
神
戸
藩

の
成
立
と
そ
の
歴
史
的
背
景

(同

.
一
六
号
)

③
本
多
康
彦
家
襲
蔵
若
年
寄
関
係
文
書
に
つ
い
て

(同

.
一
八
号
)

史
料
整
理
の
都
合
上
、
時
代
を
追

っ
て
叙
述
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
①

ば
最
後

の
藩
主
忠
貫
の
治
績

を
主
と
し
、
②
③
で
は
初
代
忠
統

の
治
績
を
主
と
し
て

概
観
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
本
稿

で
は
、
寛
政
期
か
ら
安
政
期

に
か
け
て
の
忠
升

・
忠
寛

二
代

の
治
績
を
中
心
と
し
、
神
戸
藩
政

の
後
期
の
大
勢
を
概
観

す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

(注
)

史

料
と

し
て

は
本
多

家

の
二
代

の

『
家
譜

』

を
基

本
と

し
、

問
題

に
よ

っ
て

は
、
御
用

人
武
非
房

雅

の
手

輯

『
九
皐

抄
』

お
よ
び

「
神

戸
平
原
地

方
郷

土
史

.
前

編
』

・
『
鈴
鹿
市
史

・
第

二
巻
』
な

ど

の
記
述

を
援

用

し
、
さ

ら

に
そ
れ

ら
を
も

っ
て
補
足

(お
の
お
の
九

.
平

.
鈴

と
付
記
し
た
)
作
製

し
た

「
本

多
忠
升

.
忠
寛

二
代

の
略
歴
」

を
掲

出
す

る

こ
と
と

し
た
。

(注
)

九
皐
抄

神
戸
藩

の
記
録
集
・
編
者
は
重
臣
武
井
房
雅
。
天
保
五
年

の
序
文
が
あ
る
。
雪

・
月

.
花
の
三
巻

に
分
か
れ
る
が
、
「
膳
所
御
条
〔
之
写
」
を
冒
頭
に
お
き
、
内
容
は
、

折

々
の
法
令

の
ほ
か
種

々
雑
多
、
年
代
も
延
宝
期
を
最
古

と
す
る
が
、
配
列

の
順
序
は
不
同
で
あ
る
。
膳
所

.
神
戸
両
藩
史

の
研
究

に
は
不
可
欠
の
参
考
書
で
あ
る
。

、

本
多
忠麩
升変
の
治
績

 

忠
升

の
襲
封
は
、
享
和
三
年

で
あ
る
。
日
本
歴
史
の
上

か
ら
み
れ
ば
、
松
平
定
信

の
寛
政
改
革
を
経
て
、
町
人
文
化

の
燗
熟
期
、
国
内
市
場

の
展
開
期
と
し
て
注
目
さ

れ
る
い
わ
ゆ
る
化
政
期
開
幕

の
時
代

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
忠
升
が
領
主
権
を
伜
忠
寛
に
ゆ
ず

っ
て
高
輪
屋
鋪
に
隠
栖
し
た
の
は
、
天
保
十

一
年

で
、
水
野
忠
邦
が
鋭
意

幕
政
改
革

に
着
手
し
た
の
は
、
そ

の
翌
十

二
年

で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
寛
政
改
革

か
ら
天
保
改
革

に
わ
た
る
激
動

の
時
期
で
あ

っ
た
と
い
う

こ
と
が
い
え
る
。
も
と
よ
り
、
「
本
多
忠
升
略
暦
」
を
み
て
も
格
別
な
急
変
も
認

め

ら

れ
な

い
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
の
時
代

の
特
相
を
探
し
出
す

こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、

一
万
五
千
石
級

の
忠
升
の
常
役
と
し
て
は
、
将
軍
の
東
叡
山
参
詣

の
後
固

め
、
日
光
祭
礼
奉
行
代
、
江
戸
城
各
閂
の
門
番
、
大
坂
加
番
代
、
変

っ
た
と
こ
ろ
で

は
聖
堂
近
辺
火
事

の
節
聖
像
遷
座
御
用
と
い
う

の
が
あ
る
。
参
勤
交
代
も
型

の
如
く
、
江
戸

・
神
戸
間
を
十
日
問
ほ
ど
で
往
来
し
て
い
る
わ
け
で
あ

る
が
、
文
化
十
二
年

七
月

一
日
に
は
、

江
戸
を
出
発

し
た
が
戸
塚
で
発
病
、

九
日
間
滞
留
し
た
の
ち
江
戸

に
帰
り
、

そ
の
ま
ま
江
戸
滞
留
願
を

出
し
て
十
四
年
八
月

に
至

っ
て
帰
国
し
て

い
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た

こ
と

は
周
知

の
通

り
で
あ

る
.、
そ

し
て
、

こ
の

『
家

譜
』

で
み
る
通

り
幕
府

の
公
務

は
毎
年

確
実

に
課

ぱ
果

た
し
て

い
る

の
で
あ

る
か
ら
、
交
代
旅

行

の
省

略

に
よ

る
費
川

の
節

減

は
大

き
な

も

の

で

あ

っ
た

は
な

い
か
と
さ

え
考

え
ら
れ

る
Q

の
襲

封
早

々

の
洋
.r
和

三
年
九

月

に
は
、
道

其

類

な
ど
売

払

え
と

い
う
先
代

の
遺
命

を
伝

え

、
衣
食

な
ど

口

を
述

べ
て
、

家
中
二

統
倹

約

を
守

り
、
御

奉

公
に
勤

め

る

こ
と
を
す

す

め
て

い
る
。

げ

へ

封

の
前
年
、
享
和

二
年
九
月
近
畿

一
円
の
大
風
水
害
で
、
神
戸
藩
領
内
も
大
洪
水
に
見
舞
わ
淑
、
自
力
で

藩
主
忠
倉

は
空
二
宮゚
¶
刀
死
去
し
た
た
め
、
忠
升
は
そ
れ
に
続
い
て
請
願
を
出
し
、

つ
い
に
同
年
・五
月
、

六
月

に
も
・全
国
的
な
風
水
害

の
た
め
同
様
な
誌
願
を
出

し
、
翌
十
三
年

三
月
許
可
を
得

て
い
る
..

の
形
成
期
と
認
め

-り
れ
て

い
る
が
、
『
家
並
竪

に
よ
る
と
、
そ

の
象
徴
的
麦
現
が
文
化

五
年
十

一
月

の
神

問

一
割
増

と
す
る
も
の
で
、
以
後
五
年

・
一
〇
年
と
年
期
を
切

っ
て
出
願
し
て
は
許
可
さ
れ

て

い

る

か

町
維
持
の
た
め
の
必
要
措
置
で
あ

っ
た
。

あ
る
。
彼

の
文
雅

の
名
声

に
つ
い
て
は
特
筆
す
べ
き
も

の
が
あ

っ
た
が
、
財
政
難

の
中
か
ら
家
中
の
子
弟

弟

で
あ

っ
た
か
ら
、
当
然
朱
子
学
を
主
と
し
た
も

の
で
、
当
時

の
幕
府

の
教
学
方
針

に
従

っ
た
も
の
で
あ

の
幕
藩
政
治
の
繁
文

・
縛
礼
を
指
摘
し
、
忠
升
が

こ
の
弊
か
ら
脱
脚
し
よ
う
と
し
て
、
「
諸
役
向
の
義

一

命
し
た
と

い
う

の
ぱ

(前
編
、
七
六
頁

・
二

一
二
頁
)
、
政
務

に
つ
い
て
の
彼

の
見
識
を
示
し
た
も
の
と

い
う

と

り
あ
げ

る
こ
と
を
す
す

め
て
い
る
の
は
、
そ
の
素
志

で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

い
家
臣
問

で
の
階
層
制
維
持
に
関
す
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
そ
れ
に
つ
き
考
察
し
て

た
の
で

あ

るカ1

天

保
六
iト

に

も
、

同
一ト

ィト

に

4J

江

戸

滞

留

を

出

願

し,

許

さ

オし.

て

い

る
0

そ
し
て
、

十
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本
多
忠
升
の

『
旅
の
夢
』
に
つ
い
て

ま
ず
、
こ
の
川
典

で
あ
る

『九
皐
抄

・
雪
』

の

「
文
化
十

、
戊
年
左
月
十
三
日
被
仰
出
候
」
を
み
る
と
、
左

の
劇
く
で
あ
る
L

先
な十
茂
段

々
乱甲
付
候
通
、
諏苗
役
向
之
雛我
、
兎
角
何
事
も
{家
翫
色
丘
ハ
へ
一
々
熱共
韮
㌍
図
を
受
相
勤
候
風
一義
退
兼
候
、
切
樺
々
歎

ケ
柑敷
事

二
候
、
目以
来
決
而
・左
一様
ン
』筋
亜
{之
、

.

役

一
職
申
付
候
L
者
、
其
役
向
之
事
如
何
様

二
も
心
志
を
尽
し
可
相
勤
候
、
依
之
上
役
之
差
図
而
巳

二
而
相
勤
候
・事

一
切
無
之

(下
略
)

こ
れ

に
よ
る
と
、
そ

の
意
向
は
す

で
に
早
く
か
ら
領
主
側
か
ら
は
示
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
こ
の
諸
政
停
滞
期
に
あ
た
り
、
こ
と
さ
ら
下
役
ら
の
自
発
性
の
乏
し
い

無
気
力
な
勤
め
ぶ
り
を
矯
正
す
る
の
を
目
的
と
し
て
指
摘
し
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
そ

の
翌
々
年
、
文
化
十
三
年
九
月
に
至

っ
て

「
御
直
筆
を
以
左
之
通
被
仰
出
候
」
な
る
条
口
が
あ
る
。

近
来
席

々
之
格
位
差
別
相
立
兼
候

二
付
而

ハ
、
支
配
頭

ハ
勿
論
、
上
下
之
席

二
相
互

二
心
得
違
有
之
、
支
配
頭
上
席
6
支
配
下
之
席

へ
格
外
丁
寧
之
会
釈

。
挨
拶
等

い
た
し
、
支
配
下
之
席
汐
支
配
上
之
席

へ
者
失
礼
之
義
も
有
之
候
様
相
聞
候

、
已
来

ハ
急
度
相
改
、
夫

々
之
職
役

・
格
位
を
不
取
失
候
様
可
致
候

(ド
略
)

こ
の
指
摘
は
、
前
述
文
化
十

一
年

の
下
命
と

ぱ

一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
に
引
続

い
て
、

役
筋

二
而
申
出
候
義
少
し
も
遠
慮
致
間
敷
候
、
先
達
而
も
中
達
候
通
、
其
役

々
之
者
支
配
下
其
外
勤
向
之
義
、
自
分
之
r
簡
を
以
致
決
断
候
上
可
巾
出
、
柳
之
義
慌

重
役
共

へ
内
聞
令
致
相
勤
候
之
義
有
之
問
敷
候

(下
略
)

と
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
、
そ

の
趣
意
を
察
す
る

こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

引
続
き
、
文
化
十
四
年
に
至

っ
て
、
御
家
老

・
御
用
人

・
御
物
頭

・
御
馬
廻
り

・
御
小
姓

・
御
徒

か
ら
小
頭
に
至
る
ま
で
、
往
来

.
同
席

.
文
通

・
会
釈
な
ど
に
つ
い

て
申
合
せ
を
行

い
、

一
々
役
職
毎
に
覚
書
を
作
ら
せ
て
い
る
の
は
、
そ
の
趣
旨
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
の
あ
ら
わ
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

つ
ま
り
、
『
九
皐
抄

・
月
』

の

「
文
化
七
年

六
月
御
改
正
御
家
中
分
限
帳
之
写
」
に
よ

っ
て
み
て
も
、
御
家
老
と
い

っ
て
も

最
高

、
一三
〇
石
、

次
の
御
用
人

。
御
馬
廻

り
で

一
五
〇
石
ど
ま
り
と
い
う
禄
高
格
差

の
少
な
さ
か
ら
は
、
上
層
部
と

い
っ
て
も
中

・
大
藩
か
ら
み
れ
ば
、
下
級
侍
程
度

の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
威
厳
を
保
た

せ
る
た
め
、
余
程
き
び
し
い
階
層
格
差
を
維
持
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
さ
れ
ば
と
い

っ
て
下
層
部
の
発
言
を
妨
げ
て
は
、
諸
政

の
渋
滞
を
来
た
す
お
そ
れ
が
あ
ろ
う
。

下
層
部
に
充
分
発
言
さ
せ
な
が
ら
、
旺

つ
階
層
秩
序
は
き
び
し
く
維
持
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

つ
ま
り
、
財
政
策
を
中
心
と
し
て
化
政
期
は
大
き
な
転
換

の
時
期

に
入
り

な
が
ら
、
幕
藩
政
治
は
形
式
主
義
を
脱
し
ぎ
れ
な
い
弊
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
藩
政

の
推
進

に
は
こ
の
あ
た
り
に
大
き
な
政
治
力
が
要
求
さ
れ
る
と
み
ら

れ
た
の
で
あ

っ
た
。
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た
だ
ひ
ろ

二
、
本
多
忠
寛

の
治
績

忠
寛

は
天
保
十

一
年
九
月
、
父
忠
升
の
隠
退
に
よ
り
十
四
才

に
し
て
家
督
相
続
、
水
野
忠
邦

の
天
保
改
革
と
い
う
幕
政

の
嵐

の
中
で
、
藩
政
を
北目
負
う

こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
彼

ぱ
蒲
柳

の
質
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
幕
末
期

の
内
憂

・
外
患
、
ま
さ
に
風
雲
急
を
告
げ
る
安
政
四
年
、
三
十
二
才

の
若
さ
で
隠
居
、
十
五
才

の
養
子
忠
貫
を
迎

え
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
父
の
忠
升
が
養
孫

の
た
め
に
訓
戒

の
書
を
遺
し
た
理
由
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

忠
寛

の
初
世
を
脅

や
か
し
た
の
は
、
天
保
十
四
年
、
水
野
忠
邦

の
改
革

の

一
環
と
し
て
発
令
さ
れ
た
江
戸

・
大
坂
周
辺

一
〇
里
四
方

の
上
げ
地
令
で
、
こ
の
と
き
神
戸

藩
は
、
ド
ル
箱
と
も
い
う
べ
き
河
内
長
野
地
区

の
領
地
が
そ
の
候
補
地
と
し
て
あ
げ

ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
幸

に
し
て
こ
の
案

に
ば
反
対
者
が
多
く
、
間
も
な

く
廃
案
と
な

っ
た
の
で
、
神
、月
藩
で
も
ほ

っ
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
も

の
で
あ

っ
た
。

次
に
・
財
政
補
給
手
当
と
し
て
領
内
外

の
富
裕
民
に
御
用
金
を
負
課
す
る
事
例
が
n
立

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
反
対
給
付

と
し
て
、
苗
字
帯
刀
許
可
、
本
字

(本

多
家
の
替
紋
)
御
紋
付
袴
ド
賜
を
も

っ
て
し
て
い
る
の
も
、
当
時

の
通
例

で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
・
有
名
な
安
政
元
年
六
月
の
大
地
震
が
、
藩
財
政

の
悲
況
を
増
幅
し
た
。
当
時
在
邑
中
で
あ

っ
た
忠
寛

は
、
城
地
内
外

の
大
破
、
窮
民

の
手
当

て
の
た
め
に
九

月
ま
で
参
府
延
期
許
可
願

い
を
出
し
・
ま
た
同
年
十

二
月
、
幕
府
に
向

っ
て

一
五
〇
〇
両
の
拝
借
を
出
願
し
て
認
可
さ
れ

て
い
る
。
か
つ
て
先
代
忠
升
は
領
地

の
洪
水

の

損
害
修
理

の
た
め
に
、
国
役
酋
請
を
許
可
さ
れ
て
い
る
が
、
譜
代
小
藩

の
う
け
た
恩
恵
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

『
旅

の
夢
』
に
は
・
大
地
震

の
ほ
か
に

「
又
々
大
風
雨
に
て
処

々
喜
度

の
大
破
」
と
特
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
家
譜
』
に
は
特
別

の
記
述
は
な
い
。
お
そ
ら
く
安

政

元

年

・
同

二
年
七
月

の
風
水
害

の
こ
と
を
指

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

忠
寛
は
・
安
政

四
年

二
月
・
戸
沢
正
実

の
弟
内
膳
忠
貫
を
養
子
に
迎
え
、
同
年

四
月
、
三
十

二
才
を
も

っ
て
隠
居
し
た
。
忠
貫
は
、
同
年

二
月
十

一
日
飯
倉
町
屋
鋪
よ

り
養
父
本
多
忠
寛

の
神

田
橋
外
屋
鋪

へ
移
り
、
即
[
婚
姻
が
整

っ
た
。
夫
人

は
忠
寛

の
養
女
で
あ
る
。
さ
ら
に
四
月
朔

日
将
軍
家
定

に
初
め
て
御
目
見
、
同
二
十
六
日
家

督
を
受
け
、
同
日
初
任
務
と
し
て
竹
橋
御
門
番
を
命
じ
ら
れ
た
。

忠
貫

の
神
戸

へ
の
初
入
部
は
同
四
年

六
月

で
、

こ
の
と
き
に
あ
た
り
養
祖
父
忠
升

の

『
旅

の
夢
』
が
書
か
れ
た

の
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
そ
の
記
事

に
よ

っ
て
も
知
ら

れ
る
よ
う
に
・
忠
貫
は
若
年
な
が
ら
、
こ
の
難
局

に
あ
た
り
、

こ
の
弱
小
藩
を
ひ
き

い
て
、
誤
り
な
く
泳
ぎ
き
る
に
足
る
人
物
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

本
多
忠
升
の

『旅
の
夢
』
に
つ
い
て
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■



本
多
忠
升
の

『旅
の
夢
』
に
つ
い
て

こ
こ
で
、
忠
貫
「の
業
績
に

つ
い
て
述

べ
る
べ
ぎ

で
あ
る
が
、
時
問
の
都
合
で
、
い
ま
は
拙
稿

「
明
治
三
年
・神
戸
藩

の
藩
制
取
調
書
に
つ
い
て
」

の
な
か
の
、
箇
単
な
記

述

に
よ

っ
て
、
そ
の
大
略
を
推
察
し
て
ほ
し
い
。

右

の
拙
稿

は
、
明
治
三
年

の
神
戸
藩

の
藩
制
取
調
書
を
分
析
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
終
局
的
に
は
幕
末
動
乱
期
か
ら
明
治
初
頭
の
版
籍
奉
還
に
至
る
ま
で
・
神
戸
藩

で

は
最
後

の
藩
主
本
多
忠
貫
の
治
績
を
か
た
る
も
の
で
あ

っ
た
。
重
要
課
題
で
あ

っ
た
藩
財
政

の
展
岨
h
も
そ
の
中
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
(歳
入

゜
歳
出
見
込
調
書
)
・
ま
さ

に
幕
末
期
神
戸
藩

の
財
政
政
策

の
総
決
算
と
し
て
注
口
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

第

2
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本
多
忠
升
の

『旅
の
夢
』
に
つ
い
て

記
る
し
ぬ

一
、
性
資
平
温
に
し
て
、
万
事
質
素

の
御
心
入
無
此
上
徳
義

と
、
老
人
初
家
中

一
統
難
有
之
段
仰
申
候

一
、
天
質
酒
者
勿
論
、
鄭
声
な
と
好

ま
れ
さ
る
者
、
無
此
上
幸
福

二
候
、
家
中

の
示

に
も
相
成
、
安
慮

い
た
し
候

一
、
入
国
当
分

ハ
、
諸
礼
式
其
外
巡
見
等
種

々
の
処

に
て
、
夫
是
繁
用

に
も
可
有
之
、
追

々
落
付
候
得
老
、

文
武
共
家
中

の
手
本

二
相
成
候
様
御
出
精
第

一
候

一
、
政
事
向
之
処
、
役
人
共
と
御
談

し
、
必
遠
慮
無
之
様
可
被
致
候

下
ず
申
出
候
処
、
善
悪

二
か

鼠

ハ
ら
す
克

々
い
酒
置
か

れ
候
而
勘
考
有
之
度
候
、
言
路
閉
塞
不
致
様
御

心
か
け
可
被
成
候

一
、
折

々

ハ
、
役
人

ハ
勿
論
共
外
古
老
有
志

の
向
を
相
呼
、
相
伴
な
と
申
付

、
四
方

の
噺
噂
な
と
被
聞
候
様

、
文

の

一
助
と
可
相
成
候

一
、
乗
廻
し
漁
猟

・
遊
山
な
と
、
是

又
気
力

を
養

ひ
英
意
を
発

し
、
武

の

一
助
と
可
相
成
候

但
し
、
漁
猟
遊

山
者
怠
情

二
流
れ
易
く
候

処
、
不
取
失

様
肝
要

の
事
候

一
、
人

に
君
た
る
も

の
文
武

の
道
明

二
せ
す

ん
は
右

へ
か
ら

す
、
殊
更
文
道
之
修
行
専

一
之
事

二
候
、
文
と

ハ
学

問

の
事
に
て
、
道
を
我

心
に
得

る
を
中
候
、
道
を
得
と

(
か
)

ハ
我
性

の
元
よ
り
あ
る
道
理
を
知
覚
す
る
に
て
、
慎
実

に
心
用

ひ
、
誠
を
以

て

一
心

の
主
宰
と
し
、
朝
暮

誠
催
謹
独
、
昼
夜

の
差
別
な
く
幽
陪

の
処
に
て
も
見

聞
有

か

如
く
、
正
し
く
守

を
失

ハ
さ
る
に
て
、
天

の
臨
照
止
時
な
く
、
鬼

神

の
傍

二
在
す

ハ
、
常

に
し
て
離

る
瓦
事
な
し
、
善
悪
邪

正
顕
然

な
れ
ば
、
古
人
も
対
越
在
天
と
被

申
候
而

、
平
生
天
中

に
坐

る
如
く
、
明
白

に
我
心

ハ
透
通

り
た
れ

ハ
、
今

日
心

二
邪

な
く
、

一
言

一
行
も

道
理
を
得

て
天
に
は
じ
さ
る
を
旨

に
楽
候
得
者
、
所
謂
日
新

と
も
申

へ
く
、
此
上

の
事
哉
有

へ
か
ら
す
候

一
、
善
悪
邪
正
、
人

を
知
る

ハ
君

た
る

の
第

一
二
候

、
其
人

を
知
る

ハ
修
身

に
て
候

、
我
身
を
規
矩
手
本
と

し
て
、
人

の
善
悪

を
見
く
ら

へ
候

へ
者
、
お
の

つ
か
ら
明

二

分
り
可
申
候
、
自
分
闇
く
し
て

ハ
、
鼻

の
先
な
る
事
も
分

り
兼
候

、
是
者
格
物
致
知
窮
理

に
て
、
追

々
と
明

二
相
成
可
申
候

、
中
庸

二
此
訳
詳

二
教
示

さ
れ
候
、
熟
考

有
之
候
様

い
た
し
度
存
候

一
、
修
身

ハ
一
心
の
上

二
あ

り
、

一
心
存
在

し
放
心
な
き
を

言
な
り
、
孟
子
も
放
心
を
求

る
を
人
た
る
第

↓
の
誠

と
被
申
候

、
心
の
取
締
聞
断
な
く
、

一
正

二
落
付

い

つ

も
替

ら
ぬ
に
て
、
此

心
掛

を
取
失

ハ
さ
る
様

二
と

の
深
切

の
教
諭
に
て
候

右
等

の
事
共
あ
ま
り
厳
敷

心
を
用

ひ
、
窮
屈

二
落
入
、

岡
隔

二
成
行
候
再

ハ
還

て
害
も
生

し
、
又
気
を

つ
め
候
者
、
病

の
起
る
事

も
あ
り
な

ん
、
随
分
寛
や
か
に
心
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無 口 、 気 も 手 内 て 和 得 の か 学 ノζ 誠(解

遠 老 もrP二fil∫ 、 成 者 処 し 問 気 我 る

,、"ζで 方貧1淡

の 御

;夢 巾
冑 越

跳 雀 鍵
前 候
段'
は

、
序
文

に
あ

た

る
も

の
で
あ

る
が

、
忠
貫
初

入
部

の
労

を

ね
ぎ

ら

い
、
本
書

の
意

図
を
述

べ

て
い
る
。

是

・6
も

心
付
候

ハ

・
可
中

入
候

也

薄
く
、
物
事
甚
危

ふ
ミ
不
揃
成
処
も
可
有
之
と
心
配
至
極
候
、
政
事
向
之
処
大
事

ハ
格
別
、

も
不
束
成
答
等
も
難
斗
候
川
、
御
心
つ
げ
可
被
給
候
也

大
凡

の
処
者
家
老
共
と
御
談
し

ゑ

い
ル

ノ　

ド

味
翁

人 弱 述 被 と 処 候 と 窮 ハ 質 等 如
江 り 置 参 か 々 処 万 御 加 御 ハ も く

御1、 候 候 コニ 再 、 事 承 な 勤 替:ifli]:追
1淡 気 な:初 夫 度 近14く 知 る 可 り し ノぐ
の 憶 り 発4,の 頃 行 可 処 被 有 くri

処 誕」 汐 い ヲく 異 届:被 と 成 と 存 得
の
場
合

二
至

り
候

ハ

・
、
無

此
上
事

と
存
候

候

故

、
少

し
も

早

く
開

け

た
ら

ん

に

ハ
、

心
も
安

く
万
事

二
応

し
て
行

つ
ま

り
な
く
力

を
得

る
事

二
候
得

者

、
聯
其
端

緒

を

も
、
道

理

を
得

る

二
差
別

ハ
有
ラ
簡

、敷
、

是
型

な

る
処

に
イ
、
学
ひ

た
ら

ん

ニ

ハ
、
必

至

れ
る
訳

二
定

り
候

、
経

書

二
確
然

、
追

汝
御

学

ひ
候

得
者

、
止

ん
と

し
て
も

不
能

二
至
り
申

へ
く

、
早

く
知
覚

こ
そ
有

か

し
と
存

候

　へ　
ヘ

ノ

察

入
候

、
掠

嶋
ぢ

入
候
事

二
候
得

共
、
高

ハ
高
丈

の
も

の
に
て

、
何

事

も
行

届
兼

、
不
自
山

万

々
と
被

存
候

、
、1
去
是
者
平

成
候

、
何

卒
家

中

ハ
勿

論
、
領

分

一
統

安

休
追

々
興

起

い
た
し

候
様

、
御

心
懸
右

之
度
候

、
年

来

老
人
も

心
懸
候

得
共

、
元

、
今

口

の
姿
面

[
も
無

之
事

共
候

、
扱
先
年

汐
勝

手
向

、不
如

意

之

処
厳
敷

省
略

、
本
家
江

も
相
頼

、・
世
話

報

成
、
漸

く
近
来

国
船
二

条

、
在

所
両
h度

の
大

地
m辰
、
又
.、江

都
両
屋
敷

大

地
震

に
て
大

破

、
誠

二
前
代
未

聞

の
有

様
.、
何

と
鵡

当

惑

.至

極

二

破
筆
紙

二
難

尽

、
費
、用
莫
太

之

処
、
当
時

之
模
様

共

六

ッ
ケ
敷

勝
手
窮

迫

二
落

入
候

、
此
上
深

淵

二
入
候

而

ハ
、
最

早

公
務

た

し
、
又

々
厳

敷
取

締
省

略
も

い
た
し
、
取
直

し

い
た
し
度

、
追

々
役

人
共
,6
委
細

可
申
出
候

問

、
能

々
勘

老
.御
相

談
有
之

右
様
之

処
申

候

者

、
気

の
毒
万

々

二
候
得
屈
ハ、
当

家

の
主
と
　被
成
候
川得
者

、
不
得
∵止
次
第
御

承
伽
ゴ
、桟
く
L

〆
.
ハ
不

叶

訳

柄
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本
多
忠
升
の

『
旅
の
夢
』
に
つ
い
て

次

に
、
中
段
に
は
藩
主
と
し
て
の
心
得
と
修
養
が
諄

々
と
説
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
忠
貫

の
資
質
に

つ
い
て
、
「
万
事
質
素

の
御
心
入
」
「
酒
は
勿
論
鄭
声
な
ど
好
ま
れ
ざ

る
は
、
此
上
な
き
幸
福
」
と
称
揚

し
て
い
る
が
、
「
鄭
声
」
と
い
う
の
は
野
卑
な
俗
曲
の
こ
と
で
、

こ
れ
を
好
ん
で
口
に
す
る
の
は
、

当
時
の
若
侍
な
ど
の
唾
棄
す
べ
き

弊
風
と
み
ら
れ

て
い
た
ら
し
い
。
当
然

、
人
君
た
る
も

の
は
文
武
と
も
に
家
中

の
手
本
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

政
治
向
き
に

つ
い
て
、
善
悪

に
か
か
わ
ら
ず
下
か
ら

の
進
言
を
う
け
と
め
、
言
語

の
閉
塞
を
戒
め
て
い
る
の
は
、
文
化
十

一
年

の
訓
令

に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
特

に

故
老

の
噂
噺
な
ど
ま
で
文

の

一
助
と
し
て
と
り
あ
げ
よ
と

い
い
、
ま
た
狩
猟
や
遊
山
な
ど
、
怠
情

に
流
れ
な
い
よ
う
に
と
歯
止
め
を
加
え
な
が
ら
、
武

の

一
助
と
し
て
奨

励
し
て
い
る
。
文
武

の
名
を
か
り
て
、
家
臣
た
ち
と

の
交
わ
り
に
た
だ
な
ら
ぬ
熱
意
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
人
君
と
し
て
文
武

の
道
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
と
く
に
学
問
修
業
の
心
得
を
論
じ
、
善
悪
邪
正
、
人
を
知
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
修
身
に
よ
り
達
せ
ら

れ
る
こ
と
を
懇
切
に
説

い
て
い
る
。
忠
升
は
こ
こ
で
格
物
致
知

の
要
諦
を
説
き

「
中
庸
」

の

一
読
を
す
す
め
て
い
る
。

但
し
、
あ
ま
り
に
厳
し
く
窮
屈
に
過
ぎ

て
は
、
か
え

っ
て
弊
害
を
生
じ
、
病
気
を
発
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
随
分
ゆ
る
や
か
に
心
を
用

い
、
氷

の
解
け
る
よ
う
に
自
得

す
る
こ
と
を
す
す
め
て
い
る
の
は
、
さ
す
が

に
十
五
歳

の
少
年
藩
主
に
対
す

る
気
づ

か
い
と

い
う
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
最
後
に
、

こ
う
し
た
知
覚
は
少
し
で
も
早
く
開
け
た
方
が
よ
い
と
い
う
。
若
い
内
に
学
問
を
手
が
け

て
た
ゆ
み
な
く
や

っ
て
行
け
ば
、
学
問
か
ら
離
れ
よ
う

と
し
て
も
離
れ
ら
れ
な
い
よ
う

に
な
る
と
訓
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ド
段
に
は
目
前
の
藩
政
の
具
体
問
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
覚
悟
を
う
な
が
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
何
と
し
て
も
財
政
困
難
と
、
そ
の
対
策
を
課
題
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い

は
ず

で
あ

っ
た
。

忠
升
は
、
忠
貫
に
定
め
て
窮
屈
な
所

へ
養
子
に
来
た
も
の
と
感
じ
る
で
あ
ろ
う
と
同
惰
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
た
し
か
に
忠
貫
の
実
家
戸
沢
家

の
新
庄
藩

は
六
万
八

千
石
余
、
内
高

一
〇
万
三
千
石
余
と
あ
る
か
ら
、

一
万
五
千
石

の
神
戸
藩
で
は
、
「
高

は
高
だ
け
の
も

の
で
、
何
事
も
行
居
き
兼
ね
不
自
山
万
々
と
感
じ
ら
れ
る
で

あ

ろ

う
が
、
高
だ
け

の
処
と
御
承
知
.願

い
た
い
」
と
こ
と
わ
り
を
述
べ
て
い
る
。

連
年

の
財
政
不
如
意
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
省
略
と
本
家

の
援
助
に
よ
り
、
ど
う
や
ら
近
年
は
少

々
取
直
し
の
気
運
に
向

っ
た
と
こ
ろ

へ
、
新
事
態

の
発
生
の
た
め
再

び
悪
化
し
た
。
「
異
国
船

一
条
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
嘉
永
六
年

ペ
リ
ー
来
航

一
件
で
、
具
体
的
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
政
惜

の
不
安
、
不
時

の

支

出
、
さ
ら
に
そ
れ
に
続
く
地
震
や
風
水
害
と
い
う
自
然
災
害

の
た
め
、
財
政

は
い
よ
い
よ
圧
迫
さ
れ
、
も
は
や
こ
の
ま
ま
で
は

「
公
務
も
覚
束
な
し
」
と
い
う
有
様
で
あ

一94一



本
多
忠
升
の

『
旅
の
夢
』
に
つ
い
て
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ば
な
ら
ぬ
と
考
え
る
O

し

か
し
、
藩
政
史
研

究

と

い
う

こ
と
に
な
淑
ぼ

、
さ
ら

に
領

民
支
配

、
と
く

に
藩

財
政

と
税
制

産
業
政
策
の

部
門
な
ど
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
将
来

の
研
究

に
ま
た
ね

か
く

し
て
、
本

苫

は
近

畿

の
譜
代
小
藩

の

一
例

に
し
か
過

ぎ
な

い
が

、

関
係

、
藩

主
家
族

、
家

臣

団

の
統
御

ま
で
う

か
が

う

こ
と
が

で
き

た
。

理
想
化
さ
れ
た
藩
政
の
要
諦
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
中
心
に
し
て
、
不
充
分
な
が
ら
幕
藩

一95-一

お

わ
り
に

忠

升

が

こ

の

':[!_
r,

を

筈

し

た

の

は
、

剃

髪
し
て

月
f1
、

そ
し
て

そ
の

イト

後

に死

去
し
た
の
で

あ
る
(`.

最

後

に
、
政
治

・回
き

に
関

し
て

は
、
大

凡

の
と

こ
ろ
は
家

老

ど
も
と

よ
く
相
談

し

て
取

計

ら
う

よ
う

に
、

自
分

に
相
淡

し
て
も

老
衰

の
た
め
適
確

な
返
答
も

で
き

な

い

カ
も

知
れ

な

い
な

ど
と

こ
と
わ
り
な
が

ら
、
重
ね

て
心
付

き

の
点

で
も

あ
ら
ば
自

分

へ
も
相

談
し

て
ほ
し

い
と
付

.一.、目
し
て

い
る
.口

る

と
嘆
い

て
い

る
c


